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(57)【要約】
　本発明は、配管外側に成形され、一体化された、フィ
ンベース、フィン側面及びフィン先端部を有する複数の
フィンを備えた金属製の熱交換器配管であって、前記フ
ィンベースが本質的に配管壁部から径方向へ突出してい
るとともに前記フィンの間に通路が形成されており、該
通路内には互いに離間した複数の付加構造部が配置され
ている、前記熱交換器配管に関するものである。前記付
加構造部は、前記フィンの間の前記通路を複数のセグメ
ントに区分している。前記付加構造部は、２つのフィン
の間の通路における貫流可能な断面を局所的に少なくと
も６０％低減しているとともに、これにより動作中に流
体の流れを前記通路において少なくとも制限している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配管外側に成形され、一体化された、フィンベース（３）、フィン側面（４）及びフィ
ン先端部（５）を有する複数のフィン（２）を備えた金属製の熱交換器配管（１）であっ
て、前記フィンベース（３）が本質的に配管壁部から径方向へ突出しているとともに前記
フィン（２）の間に通路（６）が形成されており、該通路内には互いに離間した複数の付
加構造部（７，７１，７２）が配置されている、前記熱交換器配管において、
　－前記付加構造部（７，７１，７２）が前記フィン（２）の間の前記通路（６）を複数
のセグメント（８）に区分していること、及び
　－前記付加構造部（７，７１，７２）が、２つのフィン（２）の間の通路（６）におけ
る貫流可能な断面を局所的に少なくとも６０％低減しているとともに、これにより動作中
に流体の流れを前記通路（６）において少なくとも制限していること
を特徴とする熱交換器配管。
【請求項２】
　前記付加構造部（７，７１，７２）が、２つのフィン（２）の間の前記通路（６）にお
ける貫流可能な断面を局所的に少なくとも８０％低減していることを特徴とする請求項１
記載の熱交換器配管（１）。
【請求項３】
　前記付加構造部（７，７１，７２）が、２つのフィン（２）の間の前記通路（６）にお
ける貫流可能な断面を局所的に完全に閉鎖していることを特徴とする請求項２記載の熱交
換器配管（１）。
【請求項４】
　前記通路（６）が、径方向外方へ個々の局所的な複数の開口部（９）まで閉鎖されてい
ることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）。
【請求項５】
　１つのセグメント（８）につき少なくとも１つの局所的な開口部（９）が存在すること
を特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）。
【請求項６】
　前記セグメント（８）の数に対する局所的な前記開口部（９）の数の比率が１：１～６
：１であることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）。
【請求項７】
　第１の付加構造部（７，７１）が、通路底部（６１）から径方向外方へ向いた複数の突
出部であることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）。
【請求項８】
　前記第１の付加構造部（７，７１）が、少なくとも、一体的に周設された２つのフィン
（２）の間の前記通路底部（６１）の材料で成形されていることを特徴とする請求項１～
７のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）。
【請求項９】
　前記通路底部（６１）から成形された前記第１の付加構造部（７，７１）が０．１５～
１ｍｍの間の高さを有していることを特徴とする請求項８記載の熱交換器配管（１）。
【請求項１０】
　第２の付加構造部（７，７２）が、少なくとも、一体的に周設された前記フィン（２）
の前記フィン側面（４）又は前記フィン先端部（５）で側方の複数の突出部にわたって成
形されていることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）
。
【請求項１１】
　前記第２の付加構造部（７，７２）が、少なくとも前記フィン先端部（５）から前記溝
底部（６１）の方向へ向けて１つのフィンで成形されていることを特徴とする請求項１０
記載の熱交換器配管（１）。
【請求項１２】
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　付加構造部（７）が、少なくとも部分的に付加的な材料で埋め合わせられていることを
特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）。
【請求項１３】
　前記付加構造部（７，７２）が非対称な形状を備えていることを特徴とする請求項１～
１２のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）。
【請求項１４】
　付加構造部（７，７１）が、配管軸線に対して垂直に延びる断面において台形状の断面
を備えていることを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１
）。
【請求項１５】
　それぞれ前記付加構造部（７，７１）によって低減された、貫流可能な断面が、２つの
フィン（２）の間の前記通路（６）において変化していることを特徴とする請求項１～１
４のいずれか１項に記載の熱交換器配管（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文に基づく金属製の熱交換器配管に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　冷凍技術及び空調技術の多くの範囲及びプロセス技術及びエネルギー技術においては蒸
発が生じる。純物質の液体又は混合物が配管外側で蒸発し、その際配管内側で塩水又は水
が冷却される管束熱交換器がしばしば用いられる。このような機器は、満液式蒸発器と呼
ばれる。
【０００３】
　配管外側及び配管内側における伝熱の強化により、蒸発器の大きさを著しく小さくする
ことが可能である。これにより、このような機器の製造コストが低減される。さらに、そ
の間に主に用いられる、塩素を含まない安全冷媒において、全設備コストについての無視
できないコスト割合となり得る冷媒の必要な充填量が低減される。加えて、今日では通常
の高性能配管は、同一の直径の平滑な配管よりももはや約係数４ほどより効率的である。
【０００４】
　市販で入手可能なハイパワーの満液式蒸発器用のフィン配管は、配管外側に１インチに
つき５５～６０フィンのフィン密度を有するフィン構造部を備えている（特許文献１；特
許文献２；特許文献３）。このことは、約０．４５～０．４０ｍｍのフィンピッチに相当
する。
【０００５】
　さらに、各フィンの間の溝底部の範囲に追加的な構造要素を設けることで、配管外側で
のフィンピッチを維持したまま性能が向上された蒸発器構造部を得ることができることが
知られている。
【０００６】
　特許文献４には、各フィンの間の溝底部に、プライマリ溝に沿って連続的に延在しつつ
アンダーカットされたセカンダリ溝を形成することが提案されている。このセカンダリ溝
の断面は、一定であるか、又は規則的な間隔で変化し得る。
【０００７】
　加えて、特許文献５から、局所的な空洞部として形成された溝底部における複数の構造
部が知られており、これにより、蒸発時の伝熱の向上のためにバルク沸騰の過程が強化さ
れる。プライマリ溝底部の近傍での空洞の位置は、蒸発プロセスにとって好都合である。
なぜなら、溝底部において過熱が最大となり、そのため、この溝底部では、気泡形成にと
って最大に促進される温度差が生じる。
【０００８】
　溝底部における構造部についての他の例を特許文献６、特許文献７又は特許文献８にお
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いて見出すことができる。これらの構造部には、溝底部における構造要素がアンダーカッ
トされた形状を有さない点が共通している。これは、溝底部に設けられた複数のくぼみ又
は通路の下部範囲における複数の突出部である。より高い突出部は、従来技術においては
明らかに不可能である。なぜなら、熱交換のための通路における流体の流れが不利に妨害
されるおそれがあるためである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第５６６９４４１号明細書
【特許文献２】米国特許第５６９７４３０号明細書
【特許文献３】独国特許発明第１９７５７５２６号明細書
【特許文献４】欧州特許第１２２３４００号明細書
【特許文献５】独国特許発明第１０２００８０１３９２９号明細書
【特許文献６】欧州特許第０２２２１００号明細書
【特許文献７】米国特許第７２５４９６４号明細書
【特許文献８】米国特許第５１８６２５２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明が基礎をなす課題は、性能が向上された熱交換器配管を配管外側における液体の
蒸発のために発展形成することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、請求項１の特徴によって再現される。引用される他の請求項は、本発明の有
利な形態及び発展形態に関するものである。
【００１２】
　本発明は、配管外側に成形され、一体化された、フィンベース、フィン側面及びフィン
先端部を有する複数のフィンを備えた金属製の熱交換器配管を含むものであり、フィンベ
ースが本質的に配管壁部から径方向へ突出しているとともにフィンの間に通路が形成され
ており、該通路内には互いに離間した複数の付加構造部が配置されている。付加構造部は
、フィンの間の通路を複数のセグメントに区分している。付加構造部は、２つのフィンの
間の通路における貫流可能な断面を局所的に少なくとも６０％低減しているとともに、こ
れにより動作中に流体の流れを通路において少なくとも制限している。
【００１３】
　これら金属製の熱交換器配管は、特に、配管外側において純物質又は混合物から成る液
体を蒸発させるために利用される。
【００１４】
　このような高性能な配管は、一体的に圧延されたフィン配管に基づいて製造されること
が可能である。一体的に圧延されたフィン配管とは、フィンが平滑配管の壁材料で形成さ
れた、フィン付けされた配管と理解される。配管外側に成形された典型的な一体的なフィ
ンは、例えばらせん状に周設されているとともに、フィンベース、フィン側面及びフィン
先端部を備えており、フィンベースは、本質的に配管壁部から径方向へ突出している。フ
ィンの数は、配管の軸方向において連続した隆起部の計数によって規定される。
【００１５】
　このとき、通路と孔又はスリットの形状の外部の間の接続部が残るように隣接する複数
のフィンの間に位置する通路を閉鎖する様々な方法が知られている。特に、このように本
質的に閉鎖された通路は、フィンの湾曲若しくは移動によって、フィンの分割及び押し当
てによって、又はフィンの刻み込み及び押し当てによって形成される。
【００１６】
　ここで、本発明は、蒸発時の伝熱の向上のために、フィン中間空間が付加構造部によっ
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てセグメント化されるという考察に基づくものである。このとき、これら付加構造部は、
少なくとも部分的に配管壁部の材料で中実に通路底部から形成されることが可能である。
このとき、付加構造部は、好ましくは規則的な間隔で通路底部から配置され、通路延長部
に対して直交する方向へ、フィンのフィンベースから隣接する次のフィンベースへ延在し
ている。付加構造部は、フィンベースから径方向にフィン側面まで、また更に延在するこ
とが可能である。換言すれば、付加構造部は、通路底部から、例えば中実の材料突出部と
してプライマリ溝に対して直交する方向に延びるとともに、このプライマリ溝を制限され
てのみ貫流可能なクロスバリアとしての堰のように個々のセグメントに分割するものであ
る。このようにして、プライマリ溝は、通路として少なくとも部分的に規則的な間隔をも
ってあらかじめ通路底部によって区分される。
【００１７】
　これにより、局所的な過熱が複数の中間室内で生じ、バルク沸騰の過程が強化される。
そして、気泡の形成は、セグメント内の第１のラインにおいて行われ核形成箇所で始まる
、核形成箇所においてまずは小さな気泡又は蒸気の泡が形成される。成長する気泡が所定
の大きさに達すると、それは表面からはがれる。気泡の剥離の一環として、セグメントに
おいて残った中空空間が再び液体によって満たされ、サイクルが新たに開始される。この
とき、表面は、気泡形成の新たなサイクルのための核形成箇所としての役割を担う小さな
気泡が戻ったままとなるように、気泡の剥離時に形成される。
【００１８】
　本発明においては、２つのフィンの間の通路のセグメント化によってこの通路が周方向
にいくつも途切れており、したがって通路において生じる気泡の移動が少なくとも低減さ
れるか、又は完全に阻止される。通路に沿った液体及び蒸気の交換は、それぞれ付加構造
部によってもはやサポートされないまでますますわずかとなる。
【００１９】
　本発明の特別な利点は、液体と蒸気の交換が局所的に目的に合わせて制御され、気泡核
形成を満たすことがセグメント内で局所的になされることにある。全体として、目的に合
った通路のセグメント化の選択により、蒸発器配管構造部が使用パラメータに依存して目
的に合わせて最適化されることができ、これにより伝熱の向上が達成される。溝底部の範
囲ではフィンベースの温度がフィン先端部よりも高いため、気泡形成の強化のための構造
要素が更に溝底部において特に効果的である。
【００２０】
　加えて、付加構造部が、２つのフィンの間の通路における貫流可能な断面を局所的に少
なくとも８０％低減することも可能である。全体として、通路のセグメント化における個
々の通路部分の更なる分割により、蒸発器配管構造部が使用パラメータに依存して更に伝
熱の向上のために最適化されることが可能である。
【００２１】
　本発明の有利な一実施形態においては、付加構造部が、２つのフィンの間の通路におけ
る貫流可能な断面を局所的に完全に閉鎖することが可能である。このようにして、複数の
セグメントが局所的に流体の通過に対して完全に閉鎖される。したがって、２つのセグメ
ントの間に位置する通路部分は、隣接して位置する通路部分に対して流体側で分離されて
いる。
【００２２】
　本発明の好ましい一実施形態では、通路が、径方向外方へ個々の局所的な複数の開口部
まで閉鎖されることが可能である。このとき、フィンは、本質的にＴ字状又はΓ字状の断
面を備えることができ、これにより、各フィンの間の通路が局所的な開口部として孔まで
閉鎖される。これら開口部により、蒸発プロセスで生じる蒸気泡が流出することが可能で
ある。フィン先端部の変形は、従来技術から借用できる複数の手法によって行われる。
【００２３】
　本発明によるセグメントと、孔又はスリットまで閉鎖された通路との組合せにより、動
作条件の非常に広い範囲にわたって、液体の蒸発に際して非常に高い性能を備えた構造部



(6) JP 2017-501362 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

が得られる。特に、熱流束密度の変動時又は拡大する温度差においては、構造の熱伝達係
数は一定に高いレベルが得られる。
【００２４】
　本発明の有利な実施形態では、１つのセグメントにつき少なくとも１つの局所的な開口
部が存在し得る。この最小要件により、蒸発プロセス時に通路セグメントで生じる気泡が
外部へ流出することが可能であることがなお保証される。局所的な複数の開口部は、液状
の媒体が通過し、通路部分へ流れ込むことができるよう、大きさ及び形状において構成さ
れている。したがって、局所的な開口部における蒸発過程が維持され得るために、同一の
量の液体及び蒸気が互いに逆方向に開口部を通って搬送される必要がある。通常、配管材
料を良好に湿潤させる液体が用いられる。このような液体は、毛細管現象により、外側の
配管表面における各孔を通って、過圧に抗して通路内へ侵入することも可能である。
【００２５】
　特に好ましい実施形態では、セグメントの数に対する局所的な開口部の数の比率が１：
１～６：１であり得る。更に好ましくは、この比率は１：１～３：１であり得る。各フィ
ンの間に位置する複数の通路が上側のフィン範囲の材料によって本質的に閉鎖されており
、このように生じた通路セグメントの中空空間は、開口部を通して周囲の空間に接続され
ている。これら開口部は、同一の大きさ又は２つ以上の大きさ等級において構成され得る
孔としても構成されることができる。複数の局所的な開口部が１つのセグメントに形成さ
れている関係では、特に２つの大きさ等級を有する複数の孔が適している。規則的かつ反
復される構成によれば、通路に沿って例えば各小さな開口部の次に大きな開口部がつづく
。この構造により、方向付けされた流れが通路内に生じる。液体は、好ましくは小さな孔
を通して毛細管圧によって補助されつつ導入され、通路壁部を湿潤させ、これにより、薄
膜が生じる。蒸気は、通路の中央部に集まり、わずかな毛細管圧によって複数の箇所にお
いて流出する。同時に、大きな孔は、蒸気が十分迅速に流出することができ、かつ、この
とき通路が乾燥しないように寸法設定される必要がある。小さな液体孔に対する蒸気孔の
大きさ及び存在度は、互いに調和されるべきである。
【００２６】
　有利には、第１の付加構造部は、通路底部から径方向外方へ向いた複数の突出部であり
得る。これにより、液体と蒸気の交換も局所的に規定される。このとき、溝底部にわたる
通路のセグメント化は、蒸発プロセスにとって特に好都合である。なぜなら、溝底部にお
いて過熱が最大であり、そのため、ここでは気泡形成についての最大に拡大された温度差
が生じるためである。
【００２７】
　本発明の好ましい実施形態では、第１の付加構造部は、少なくとも、一体的に周設され
た２つのフィンの間の通路底部の材料で成形されることが可能である。これにより、配管
壁部から各構造要素への良好な熱交換のための素材結合式の結合が維持される。通路底部
の一様な材料から成る通路のセグメント化は、蒸発プロセスにとって特に好都合である。
【００２８】
　特に好ましい実施形態では、通路底部から成形された第１の付加構造部が０．１５～１
ｍｍの間の高さを有することができる。付加構造部のこの寸法設定は、高性能なフィン配
管に対して特に良好に調和されているとともに、外側構造部の構造寸法が好ましくはミリ
メートル未満ないしミリメートルの範囲にあるということを表現するものである。
【００２９】
　本発明の別の好ましい実施形態では、第２の付加構造部が、少なくとも、側方の複数の
突出部にわたる一体的に周設されたフィンのフィン側面から成形されることができる。こ
のことは、通路底部材料から成る別の突出部に代えて、又はこれに加えて構成されること
が可能である。
【００３０】
　本発明の好ましい実施形態では、第２の付加構造部は、少なくともフィン先端部から溝
底部の方向へ向けて１つのフィンで成形されることができる。したがって、通路は、補足
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する複数の構造要素の組合せにも基づき、下方から及び／又は側方から及び／又は上方か
ら所望の量だけ先細になり、完全に閉鎖されることが可能である。いずれの場合にも、通
路が各フィンの間で不連続のセグメントに区分されている。
【００３１】
　別の補足的な実施形態では、付加構造部は、少なくとも部分的に付加的な材料で埋め合
わせられることができる。このとき、追加的な材料は、性質において、及び動作のために
選択された流体との相互作用に関して、その他の熱交換器配管の材料とは異なりえる。こ
こでは、例えば、使用される液体に対して異なる表面特性を有する材料を用いることも考
えられている。
【００３２】
　有利には、付加構造部が非対称な形状を備えることが可能である。このとき、構造部の
非対称性は、配管軸線に対して垂直に延びる断面において生じる。特により大きな表面が
形成される場合には、非対称な形状が蒸発プロセスに付加的に貢献できる。非対称性は、
通路底部における付加構造部においても、またフィン先端部においても刻設されることが
可能である。
【００３３】
　本発明の好ましい実施形態では、付加構造部は、配管軸線に対して垂直に延びる断面に
おいて台形状の断面を備えることが可能である。台形状の断面は、一体的に圧延されたフ
ィン配管構造部との関連において、技術的に良好にコントロール可能な構造要素である。
このとき、それ以外の台形の平行なベース側の製造に起因したわずかな非対称性が生じ得
る。
【００３４】
　有利には、それぞれ付加構造部によって低減された、貫流可能な断面が、２つのフィン
の間の通路において変化することが可能である。このようにして、通路内では局所的に多
少の通過範囲を得ることが可能である。このために、例えば、通路底部における付加構造
部は異なる高さを備えることが可能である。
【００３５】
　本発明の複数の実施例を、概略的な図面に基づいて詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】付加構造部によって区分されたセグメントを有する熱交換器配管の断面の部分図
を概略的に示している。
【図２】フィン先端部の範囲において変化された付加構造部を有する他の熱交換器配管の
断面の部分図を概略的に示している。
【図３】ほぼ閉鎖されたセグメントを有する熱交換器配管の断面の部分図を概略的に示し
ている。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　互いに対応する部分には、全ての図において同一の符号が付されている。
【００３８】
　図１には、複数の付加構造部７によって区分された複数のセグメント８を有する本発明
による熱交換器配管１の断面の部分図が概略的に示されている。一体的に圧延された熱交
換器配管１は配管外側においてらせん状に周設された複数のフィン２を備えており、これ
らフィンの間には、プライマリ溝が通路６として形成されている。これらフィン２は、配
管外側において、らせんラインに沿って途切れることなく連続して延在している。フィン
ベース３は、配管壁部１０から本質的に径方向へ突出している。フィン高さＨは、完成さ
れた熱交換器配管１において、通路底部６１の最深箇所から、フィンベース３からフィン
側面４を越えて完全に成形されたフィン配管のフィン先端部５までを測定したものである
。通路底部６１の範囲において中実の複数の突出部７１の形態の付加構造部７が配置され
た熱交換器配管１が提案される。これら突出部７１は、第１の付加構造部と呼ばれるとと



(8) JP 2017-501362 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

もに、通路底部６１から配管壁部１０の材料で成形されている。中実の突出部７１は、好
ましくは規則的な間隔で通路底部６１に配置されているとともに、通路延長部に対して直
交する方向にフィン２のフィンベース３から、図面において不図示の、その上方に位置す
る次のフィンベースまで延在している。このようにして、通路６としてのプライマリ溝が
規則的な間隔で少なくとも部分的に先細となっている。これにより生じるセグメント８は
、特別な態様で気泡核形成が促進される。個々のセグメント８間での液体及び蒸気の交換
がこれにより低減される。
【００３９】
　合目的には、通路底部６１における突出部７１の形成に加えて、フィン２の末端範囲と
してのフィン先端部５が、これらフィンが径方向において部分的に別の第２の付加構造部
７２として通路６を閉鎖するように変形されている。通路６と周囲の間の接続部は、蒸気
泡を通路６から逃がすことができるように、複数の孔９の形態で局所的な開口部として形
成されている。フィン先端部５の変形は、従来技術から借用できる手法によって行われる
。プライマリ溝６は、このようにしてアンダーカットされた溝となっている。本発明によ
る第１の付加構造部７１及び第２の付加構造部７２の組合せにより、当該空洞部が動作条
件の非常に広い範囲にわたって液体の蒸発時に非常に高い性能を備える点で更に傑出した
空洞部の形態でセグメント８が得られる。液体は、セグメント８内で蒸発する。発生する
蒸気は局所的な複数の開口部９において通路６から流出し、これら開口部を通して液状の
流体も流れ込む。液体の流れ込みのために、良好に湿潤可能な配管表面も助けとなり得る
。
【００４０】
　図２には、フィン先端部５の範囲において変更された第２の付加構造部７２を有する別
の熱交換器配管１の断面の部分図が概略的に示されている。通路底部６１における突出部
７１の形成に加えて、ここでもフィン２の末端範囲としてのフィン先端部５が、これらフ
ィンが径方向において部分的に別の第２の付加構造部７２として通路６を閉鎖するように
変形されている。通路６と周囲の間の接続部は、斜めに延びる複数の配管の形態で、蒸気
泡を通路６から逃がすため、及び液状の流体を通路６へ流入させるための局所的な複数の
開口部９として形成されている。プライマリ溝６は、ここでも、このようにしてアンダー
カットされた溝となっている。第２の付加構造部７２は、フィン先端部５から通路底部６
１の方向へフィンから成形されているとともに、径方向に通路６へ突出している。径方向
に見て第１及び第２の付加構造部が重なるとすぐに、動作中に通路６での流体の流れを制
限するために、通路６における貫流可能な断面が２つのフィン２の間で局所的に特に効果
的に減少する。
【００４１】
　図３には、図２に基づく付加構造部７を有する熱交換器配管１の断面の部分図が概略的
に示されている。第２の付加構造部７２は第１の付加構造部７１のほぼ突出部まで通路６
へ突出しており、その結果、ほぼ閉鎖されたセグメント８が形成される。この場合、セグ
メント８の数に対する局所的な開口部９の数の比率は、好ましい間隔において１：１～３
：１にあり、平均でおよそ１．７：１～２．３：１である。このとき、１つの開口部９が
突出部７１の上方に位置するとしても、配管として形成された全ての局所的な開口部９は
、まだ通過可能である。発生する蒸気は、まだ局所的な開口部９において通路６から流出
することができる。液状の流体は、その表面張力により、毛細管現象によって配管９へ特
に効率的に流れ込むことが可能である。
【００４２】
　本発明による第１の付加構造部７１及び第２の付加構造部７２の組合せにより、当該空
洞部が動作条件の非常に広い範囲にわたって液体の蒸発時に非常に高い性能を備える点で
更に傑出した空洞部の形態でセグメント８が得られる。特に、熱流束密度の変動時又は拡
大された温度差においては、構造の熱伝達係数は高いレベルにほぼ維持されたままである
。本発明による解決手段は、熱伝達係数が配管外側で高められる構造化された配管に関す
るものである。熱貫流抵抗の主要部を内側へ移動させないために、熱伝達係数を、適当な



(9) JP 2017-501362 A 2017.1.12

10

20

内側構造部１１によって内側で更に強化することが可能である。通常、管束熱交換器用の
熱交換器配管１は、少なくとも１つの構造化された範囲と、平滑な末端部分と、場合によ
っては平滑な中間部分とを有している。平滑な末端部分もしくは平滑な中間部分は、構造
化された範囲を画成するものである。熱交換器配管１を問題なく管束熱交換器へ組み付け
ることができるように、構造化された範囲の外径は、平滑な末端部分及び平滑な中間部分
の外径よりも大きくあってはならない。
【符号の説明】
【００４３】
　１　熱交換器配管
　２　フィン
　３　フィンベース
　４　フィン側面
　５　フィン先端部、フィンの末端範囲
　６　通路、プライマリ溝
　６１　通路底部
　７　付加構造部
　７１　通路底部における突出部としての第１の付加構造部
　７２　フィン先端部の範囲における第２の付加構造部
　８　セグメント
　９　局所的な開口部、孔、配管
　１０　配管壁部
　１１　内側構造部

【図１】

【図２】

【図３】



(10) JP 2017-501362 A 2017.1.12

10

20

30

40

【国際調査報告】



(11) JP 2017-501362 A 2017.1.12

10

20

30

40



(12) JP 2017-501362 A 2017.1.12

10

20

30

40



(13) JP 2017-501362 A 2017.1.12

10

20

30

40



(14) JP 2017-501362 A 2017.1.12

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ

(72)発明者  エル　ハジャル　ジーン
            ドイツ国　８９０７７　ウルム　オッティレンガッセ　８
(72)発明者  ナブ　マンフレッド
            ドイツ国　８９１６０　ドーンスタッド　ボティンガー　シュトラーセ　２２


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

